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はじめに

 九州電力の電力供給区域内では、台風襲来や大規模な地震など、数多くの自然災害が発生
しており、その際の復旧活動を自衛隊さまと締結させていただいている「陸上自衛隊西部
方面隊と九州電力株式会社の連携に関する協定」及び「海上自衛隊佐世保地方隊と九州電
力株式会社の連携に関する協定」（以下、協定という。）に基づく相互の連携により、こ
の一般災害に対応することとしております。

また、この協定における平時の活動として、１年に１回の調整会議や定期的な災害対応訓

練を行うなど、有事の際に連携がスムーズに行える様、日頃から顔が見える関係構築に努
めさせていただいております。

 原子力災害の対応では、上記協定に準じた平時における活動として、原子力発電所支援の
ため、資機材の輸送や車両の除染などの対応が必要となった場合における「災害時の連携
強化」や「自衛隊さまが持つ災害対応の知識・技術の習得」を図るため、当社が実施する
訓練にご協力いただいております。

 この訓練は、平成28年度(2016年度)から、後方支援拠点訓練（原子力防災訓練等）の一環
として、資機材輸送訓練や車両等除染訓練を実施させていただいており、その結果につい
ても上記調整会議の場で報告するなど、自衛隊さまとの連携及び日頃からの顔が見える関
係を構築させていただいております。

 今年度（令和４年度）につきましても、陸上自衛隊第８特殊武器防護隊さまと北熊本駐屯
地において、共同での除染訓練を実施するとともに、後方支援拠点（社員研修所）におい
て、陸上自衛隊さまと原子力災害発生時における資機材輸送に関する連携訓練を実施させ
ていただくなど、当社の緊急時対応能力向上のための活動にご協力いただいております。
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原子力災害対策体制の全体像 2



○原子力災害発生時、確実な事故収束活動を実施するための体制を構築し、各活動
拠点において、本部長等の指示のもと各機能班が連携して対応を行う。

○この活動が実行的なものとなるように総合的な訓練を行い緊急時における対応能力
向上に努めている。

九州電力における原子力災害発生時の対応体制 3



後方支援拠点の設置目的・機能・設置時期

 後方支援拠点の設置目的

・発電所事故状況を収集・把握し、復旧作業員や実動省庁関係者へ必要な情報を提供

・発電所の事故収束活動にあたって、必要な資機材の補給や復旧作業員の派遣等の中継

 後方支援拠点の機能

・原子力施設事態即応センターからの情報収集

・現場立入者へ最新情報の提供

・資機材、食料、飲料水等の中継

・避難区域（警戒区域）への入退域管理、放射線管理教育 等

 後方支援拠点の設置時期

・原子力施設内での事故について、放射性物質の放出開始前の段階に適切な措置を実施

するために緊急事態を３つに区分している。

〔①警戒事態、②施設敷地緊急事態(原災法第10条対象事象の発生)、③全面緊急事態(原災法第15条対象事象の発生) 〕

・このうち、「施設敷地緊急事態」となった時点で原子力施設周辺の風向き等を勘案し、

複数の候補地から選定のうえ、後方支援拠点を開設する。（「警戒事態」において、

後方支援拠点開設に向けて準備を開始）
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後方支援拠点活動の概要

◎後方支援拠点

資機材運搬 設営状況 全景
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【国・自治体が指定】
汚染を警戒区域外に広げない措置を講じる境界



後方支援拠点候補地 6

川内原子力発電所の後方支援拠点候補地玄海原子力発電所の後方支援拠点候補地



これまでの自衛隊さまとの連携訓練実績

年度 実施日 連携先 訓練内容 場所 具体的な内容

2016
（H28）

9.8 陸上自衛隊
除染訓練
（社内）

陸上自衛隊
川内駐屯地

第８特殊武器防護隊による除染訓練視察

9.9 陸上自衛隊
空輸訓練
（社内）

陸上自衛隊
川内駐屯地

西空ヘリによる要員・資機材空輸
（協力協定に基づく駐屯地をヘリポートとして活用）

2017
（H29）

① 9.4 陸上自衛隊
空輸訓練
（国）

唐津～玄海 第４師団ヘリによる要員・資機材空輸

12.4 陸上自衛隊
空輸訓練
（社内）

陸上自衛隊
相浦駐屯地

西日本空輸ヘリによる要員・資機材運搬
（協力協定に基づく駐屯地をヘリポートとして活用）

12.5 陸上自衛隊
除染訓練
（社内）

陸上自衛隊
相浦駐屯地

第４特殊武器防護隊による除染訓練視察

2018
（H30）

② 2.1 海上自衛隊
積載訓練
（社内）

海上自衛隊
佐世保基地

海上自衛隊輸送艇への原子力災害用資機
材運搬トラックの積込み／卸下訓練

2.8 陸上自衛隊
除染訓練
（社内）

陸上自衛隊
川内駐屯地

九州電力と第８特殊武器防護隊による
除染訓練及び意見交換
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これまでの自衛隊さまとの連携訓練実績

年度 実施日 連携先 訓練内容 場所 具体的な内容

2019
（R1）

12.6 陸上自衛隊
空輸訓練
（社内）

陸上自衛隊
相浦駐屯地

西空ヘリによる要員・資機材空輸
（協力協定に基づく駐屯地をヘリポートとして活用）

1.31 陸上自衛隊
除染訓練
（社内）

陸上自衛隊
福岡駐屯地

九州電力と第４特殊武器防護隊による
除染訓練及び意見交換

2020
（R2）

2.5
（中止※1）

陸上自衛隊
除染訓練
（社内）

陸上自衛隊
川内駐屯地

九州電力と第８特殊武器防護隊による
除染訓練及び意見交換

2.17
（中止※1）

海上自衛隊
積載訓練
（社内）

いちき串木野市

串木野新港
海上自衛隊輸送艇への原子力災害用資機
材運搬トラックの積込み／卸下訓練

10.16 陸上自衛隊 飛行訓練
湯田用地内
ヘリポート

西部方面総監部防衛部防衛課航空班によ
る災害派遣時の各種活動に係る飛行訓練
（協力協定に基づく当社ヘリポートを活用）

2021
（R3）

2.10
（中止※1）

陸上自衛隊
除染訓練
（社内）

陸上自衛隊
川内駐屯地

九州電力と第８特殊武器防護隊による
除染訓練及び意見交換

1.19
（中止※2）

海上自衛隊
積載訓練
（社内）

いちき串木野市

串木野新港
海上自衛隊輸送艇への原子力災害用資機
材運搬トラックの積込み／卸下訓練

※1 新型コロナウイルス感染拡大の影響により中止
※2 海上自衛隊さま輸送艇退艦のため中止
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これまでの自衛隊さまとの連携訓練実績、予定 9

年度 実施日 連携先 訓練内容 場所 具体的な内容

2022
（R4）

③12.14 陸上自衛隊
除染訓練
（社内）

陸上自衛隊
北熊本駐屯地

九州電力と第８特殊武器防護隊による
除染訓練及び意見交換

④ 2.28 陸上自衛隊
連携訓練
(社内)

九州電力㈱
社員研修所

九州電力の原子力防災訓練における
物資輸送ルート上の土砂崩れ箇所の
復旧に関する情報連携訓練

2023
(R5)
予定

未定 陸上自衛隊
除染訓練
（社内）

未定
九州電力と第４特殊武器防護隊による
除染訓練及び意見交換

未定 陸上自衛隊
連携訓練
(社内)

2022年度の実施結果を踏まえ、検討



① 陸上自衛隊第４師団さまとの復旧要員・資機材輸送訓練 10

〔連携内容〕

о陸上自衛隊西部方面隊との連携に関する協定に基づき、原子力総合防災訓練（国主催訓練）の場

において、陸上自衛隊さまヘリ（ＵＨ－１）により、発電所の近隣へ復旧要員・資機材の搬送を

実施させていただいた。

＜陸上自衛隊さまヘリによる復旧要員・資機材輸送訓練（唐津市～玄海町）2017.9.4 ＞

要員搭乗・資機材積込み
（唐津市浄水センター）

資機材積み降ろし／要員降機
（値賀中学校跡地）

ヘリ着陸
（唐津市浄水センター）

ヘリ着陸
（値賀中学校跡地）



② 海上自衛隊さま輸送艇による原子力災害用資機材運搬訓練

〔連携内容〕

о大規模災害時には、人命救助の優先等により輸送機（ヘリ）が確保できない可能性も十分に

考えられることから、様々な輸送方法を検証することを目的に、海上自衛隊さま輸送艇による資

機材輸送訓練を実施させていただいた。

輸送艇着岸
（佐世保港） トラック搭載固縛 トラック卸下

＜海上自衛隊さまとの連携訓練（海上自衛隊佐世保基地内）2019.2.1）＞
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③ 陸上自衛隊 第８特殊武器防護隊さまとの共同による車両等の除染訓練

〔連携内容〕

о除染作業に関し、豊富な知識・高い技術力を持つ「陸上自衛隊第８特殊武器防護隊」さまと

共同で除染訓練を実施するとともに、意見交換を実施させていただいた。
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＜第８特殊武器防護隊さまとの除染訓練（北熊本駐屯地内）2022.12.14＞

隊員による除染車実演
蛍光磁粉による除染効果

の確認

九電社員による湿式除染

意見交換

合同ミーティング 九電社員による乾式除染



④九州電力の原子力防災訓練における物資輸送ルート上の土砂崩れ箇所の復旧に関する情報連携訓練 13

【原子力事業所災害対策支援拠点（後方支援拠点：LSB※）における対応訓練として以下の内容を実施】※ Logistics Support Base

①発電所までの支援物資輸送の手順について、放射性物質放出後や地震による道路損壊等により輸送ルートが確保困難な場合における対応等を検討。

②実動省庁との連携として、陸上自衛隊によるオンサイト支援（発電所までのアクセスルート確保のための道路啓開）に係る依頼・調整や活動に必要な
情報（道路の損壊や環境放射線等の状況、必要な防護措置）を共有。

【訓練タイムスケジュール】

【関係機関との対応フロー図(数字は上表タイムスケジュールと連携）】

【訓練における発電所周辺道路状況及び物資輸送ルート】

【玄海総合訓練時支援対応拠点間位置関係】
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 ２０２２年度の連携訓練における成果

14自衛隊さまとの連携に係る成果と今後の取り組み

 今後の取り組み

原子力災害発生時を想定した後方支援拠点の訓練に、継続して自衛隊さまと連携
させていただいていることは、当社の緊急時対応能力向上のために大変意義の
あるものであることから、今後も日頃からの情報交換や定期的な訓練を通して、
顔が見える関係を継続し、その実行性や有効性を高めていきたい。

〇連携で得られた気付き、良好事例

〇苦労した点
・後方支援拠点での連携訓練は初めてであり、自衛隊さまが後方支援拠点へ派遣

される目的・役割、派遣されるまでの流れの把握、さらには、後方支援拠点で
の連携方法の検討に時間を要した。

・除染訓練において、陸上自衛隊さまの経験談や乾式・湿式除染による除染効果の
違い等をご教示いただいたことで、知識・技能の向上を図ることができた。

・後方支援拠点での連携訓練においては、後方支援拠点での自衛隊さまの役割に
ついて、当社との共通認識を図ることができた。また、自衛隊さまが活動する上
で必要な情報を確認することができた。

・連携訓練は、新型コロナウイルスによる影響により３年ぶりの実施であったが、
お互い顔を合わせた訓練や意見交換を行うことは、「災害時の連携強化」や「陸
上自衛隊が持つ災害対応の知識や技術の習得」を図るうえで非常に有効であるこ
とを再認識できた。



協定の概要
○ 協定の名称
「陸上自衛隊西部方面隊と九州電力株式会社との連携に関する協定」

○ 目 的
各種災害発生時に円滑な相互連携を図ることを目的とする。

○ 締結者
・ 陸上自衛隊西部方面総監 宮 下 寿 広
・ 九州電力株式会社代表取締役社長 瓜 生 道 明

○ 内 容

②

(1) 被害情報や復旧・救援活動に必要な情報の共有
(2) 相互協力（自ら行う業務に支障のない範囲で実施）

○ 陸上自衛隊西部方面隊による九州電力への協力
・災害復旧時に必要な道路等の確保
・復旧資機材、人員及び災害復旧車両の輸送

○ 九州電力による陸上自衛隊西部方面隊への協力
・救援活動に必要な活動拠点等への電力供給
・救援活動に必要な施設、敷地、通信回線の提供
・地誌資料（復旧作業を行ううえで必要となる資料等）の提供

(3) 定期的な訓練の実施及び会議の開催

陸上自衛隊西部方面隊と九州電力株式会社の連携に関する協定 参 考



海上自衛隊佐世保地方隊と九州電力株式会社の連携に関する協定 参 考


